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大館北秋田支部総合防災訓練／平成24年度北秋田市敬老式市長定例記者会見／市長ダイアリー

大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練

大
規
模
地
震
に
備
え
て
連
携
を

平
成
24
年
度
北
秋
田
市
敬
老
式

い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

行
政
評
価
制
度
の
導
入
へ

▲定例記者会見で行政評価制度などに
ついて述べる津谷市長

▲合川駅前で行われたバケツリレーによ
る初期消火訓練

▲次々に披露される歌や踊りに拍手を送
る参加者（阿仁地区敬老式）

▲お互いの長寿を祝って乾杯する参加者
（合川地区敬老式）

◇
８
月
16
日
〜
９
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

８
月
16
日（
木
）▽
９
月
補
正
予
算
市
長
査
定
（
本
庁
舎
）
〜
17
日
ま
で

17
日（
金
）▽
消
防
本
部
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
入
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
平
成
24

　
年
度
国
民
体
育
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
兼
第
30
回
東
北
総
合

　
体
育
大
会
開
始
式
（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

20
日（
月
）▽
第
29
回
国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員
会（
本
庁
舎
）▽
坊
沢
地
区

　
「
市
長
と
語
る
会
」（
坊
沢
公
民
館
）

21
日（
火
）▽
北
秋
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）▽
移 

　
動
行
政
懇
話
会
（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）
〜
24
日
ま
で

22
日（
水
）▽
平
成
24
年
度
第
１
回
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）

24
日（
金
）▽
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会
実
行
委
員
会
義
援
金
寄
贈
（
本

　
庁
舎
）

26
日（
日
）▽
二
ツ
井
今
泉
道
路
・
鷹
巣
西
道
路
中
心
杭
打
式
（
能
代
市
）

27
日（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
８
月
定
例
会（
森
吉
庁
舎
）

28
日（
火
）▽
秋
田
県
林
材
業
団
体
連
絡
協
議
会
総
会
（
秋
田
市
）

29
日（
水
）▽
綴
子
小
学
校
成
田
萌
さ
ん
全
国
陸
上
競
技
大
会
２
位
入
賞
報
告（
本
庁
舎
）

　
▽
秋
田
大
学
医
学
部
主
催
市
民
公
開
講
座
（
秋
田
市
）

30
日（
木
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
会
（
阿
仁
庁
舎
）

31
日（
金
）▽
岩
手
県
山
田
町
派
遣
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
平
成
24
年
度
北

　
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式
（
文
化
会
館
）
▽
平
成
24
年
度
秋
田
県
遺
族
連
合
会
北

　
秋
田
郡
市
地
方
大
会
（
文
化
会
館
）
▽
秋
田
声
楽
研
究
会
合
唱
団
カ
ン
ト
・
ア

　
ム
ゼ
ル
全
国
大
会
最
高
賞
受
賞
報
告
（
本
庁
舎
）

９
月
２
日（
日
）▽
平
成
24
年
度
奥
羽
日
本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
競
技
会
開
会

　
式
（
北
欧
の
杜
公
園
）
▽
平
成
24
年
度
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総

　
合
防
災
訓
練
（
合
川
庁
舎
）

３
日（
月
）▽
定
例
記
者
会
見
（
本
庁
舎
）▽
部
長
会
議
（
本
庁
舎
）

４
日（
火
）▽
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
（
鹿
角
市
）

７
日（
金
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
合
川
地
区
敬
老
式
（
合
川
体
育
館
）

８
日（
土
）▽
第
12
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り（
北
秋
中
央
病
院
跡
地
）▽
北
秋
田
市

　
自
治
会
連
絡
協
議
会
役
員
会
（
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
）

10
日（
月
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
（
議
事
堂
）
〜
20
日
ま
で

11
日（
火
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
森
吉
地
区
敬
老
式
（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

　
ン
タ
ー
）

15
日（
土
）▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
阿
仁
地
区
敬
老
式（
阿
仁
体
育
館
）▽
鷹
巣
阿

　
仁
青
年
会
議
所
創
立
25
周
年
記
念
式
典
（
文
化
会
館
）

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
９
月
３

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
議
会
９
月
定

例
会
に
提
案
予
定
と
な
っ
て
い
る
案
件
や

行
政
評
価
制
度
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
に
提
案
す
る
予
算
に
つ
い
て
は

「
大
館
能
代
空
港
の
搭
乗
率
が
低
下
す
る

12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬
期
間
の
利
用
促

進
対
策
と
し
て
、
片
道
２
５
０
０
円
を
助

成
す
る
大
館
能
代
空
港
運
賃
助
成
事
業
に

６
０
０
万
円
、
ま
た
、
バ
タ
ー
餅
マ
ッ
プ

や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
制
作
に
か
か
る
経
費
を
日

本
バ
タ
ー
餅
協
会
に
助
成
す
る
84
万
円
な

ど
を
計
上
し
た
」
な
ど
と
説
明
。

　
行
政
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
「
厳
し
い

財
政
状
況
を
乗
り
越
え
、
山
積
す
る
課
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
８
月
中
旬

に
制
度
の
構
築
に
関
わ
る
業
務
委
託
契
約

を
締
結
し
た
。
本
年
度
は
、
委
託
業
者
の

指
導
や
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
本
市
に
適

し
た
制
度
の
設
計
や
具
体
的
な
評
価
方
法

な
ど
を
学
ぶ
事
と
し
て
い
る
。
８
月
下
旬

に
、
私
は
じ
め
幹
部
職
員
を
対
象
に
し
た

『
行
政
経
営
者
研
修
』
を
行
っ
た
。
９
月

上
旬
か
ら
は
、
医
師
や
消
防
士
な
ど
の
専

門
職
員
を
除
く
全
て
の
一
般
職
員
を
対
象

に
『
行
政
評
価
基
礎
研
修
』
を
開
催
し
、

職
員
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
。
今
後
は
、

内
部
評
価
の
試
行
及
び
検
証
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
外
部
評
価
を
行
う
た
め
の
組
織

づ
く
り
や
委
員
の
研
修
・
演
習
を
行
い
な

が
ら
、
次
年
度
以
降
の
本
格
的
な
実
施
に

向
け
た
手
法
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
秋
の
プ
レ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
に
向
け
た

首
都
圏
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
友
好
都
市

の
三
鷹
市
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
積
極
的
に
生
か
し
な
が
ら
、
北
秋

田
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
９

の
地
震
が
発
生
し
、
北
秋
田
市
で
は
最
大

震
度
６
強
を
記
録
。
市
内
各
地
で
家
屋
が

崩
壊
し
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
す
る
と
と

も
に
、
ほ
ぼ
全
域
で
停
電
。
市
は
直
ち
に

北
秋
田
市
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災

害
情
報
の
収
集
に
あ
た
り
、
消
火
活
動
や

人
命
救
助
を
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
川
駅
前
地
区
で
は
、
住
民
が
参
加
し

た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

や
水
幕
ホ
ー
ス
に
よ
る
延
焼
防
止
訓
練
が
、

ま
た
、
下
杉
地
区
で
は
、
住
民
が
各
世
帯

を
巡
回
し
情
報
の
伝
達
を
す
る
と
と
も
に
、

歩
行
困
難
者
を
リ
ヤ
カ
ー
や
車
椅
子
、
簡

易
担
架
等
を
使
用
し
て
避
難
誘
導
す
る
自

主
防
災
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
水
難
救
助
訓
練
で
は
、
阿
仁
川
の
中
洲

に
取
り
残
さ
れ
た
男
性
１
人
を
救
命
索
発

射
銃
や
ブ
リ
ッ
ジ
線
を
使
用
し
て
救
出
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
が
れ
き
に
よ
る
進
行
不
能
箇
所

を
重
機
で
除
去
す
る
訓
練
や
日
赤
奉
仕
団

の
炊
き
出
し
訓
練
、
応
援
協
定
を
結
ん
で

い
る
事
業
所
か
ら
の
緊
急
援
助
物
資
受
入

訓
練
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
、
自

主
防
災
教
室
な
ど
有
事
に
備
え
た
多
彩
な

訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て
、
今
後
と

も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
。
つ
づ
い
て
阿
仁
合
小

学
校
５
年
の
中
村
美
和
さ
ん
が
敬
老
の
作

文
を
朗
読
。
新
敬
老
者
を
代
表
し
て
小
林

勲
さ
ん
（
銀
山
）
が
「
こ
れ
か
ら
の
人
生

は
、
さ
ら
に
一
日
一
日
の
健
康
管
理
に
留

意
し
な
が
ら
、
家
族
や
社
会
に
あ
ま
り
世

話
を
か
け
ず
に
、
壮
健
で
充
実
し
た
生
活

を
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
祝
宴
が
開
か
れ
、
参
加

者
は
お
互
い
の
近
況
な
ど
を
語
り
合
っ
た

り
、
歌
や
踊
り
を
観
賞
し
た
り
し
な
が
ら
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

　
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総

合
防
災
訓
練
が
９
月
２
日
、
合
川
地
区
で

開
か
れ
、
消
防
団
員
や
住
民
約
３
５
０
人

が
参
加
し
、
消
火
活
動
や
人
命
救
助
な
ど

の
訓
練
が
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
訓
練
は
、
北
秋
田
市
防
災
訓
練
計
画
に

基
づ
き
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
災
害
等
の

発
生
を
想
定
し
、
市
民
と
防
災
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
連
絡
、
協
調
体
制
を
確

立
し
、
迅
速
・
的
確
な
応
急
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
に
防
災
思
想

の
普
及
・
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
の
訓
練
は
、
秋
田
県
内
陸
北
部

　
平
成
24
年
度
の
敬
老
式
が
、
９
月
７
日

の
合
川
地
区
を
皮
切
り
に
、
各
地
区
や
施

設
で
開
催
さ
れ
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
今
年
敬
老
式
の
対
象
と
な
っ
た
75
歳
以

上
の
方
は
、
市
全
体
で
８
２
６
２
人
で
す
。

各
地
区
の
式
典
で
は
、
新
た
に
敬
老
を
迎

え
ら
れ
た
方
、
白
寿
・
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
方
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
阿
仁
地
区
で
行
わ
れ
た
敬

老
式
に
は
約
２
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
津
谷
市
長
は
「
市
は
、
地
域
の
温

か
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
精
一

杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
に

は
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
地
域
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み　
わ


